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所蔵内容紹介
故市川雅客員教授は、バレエ・リュス（20世紀初頭、主にヨーロッパ
を中心として活躍したバレエ団の名称で、主宰者はS．ディアギレフ）を
改めて評価し紹介するとともに、舞踏および日本のポスト・モダンダンス
を理論的に支えた評論家として、近・現代舞踊史を語る上でなくてはなら
ない存在ですも特に、身体をより広い視野から考察する「身体文化学」と
いう新しい研究領域の確立に努めました。バレエや日本舞踊のような古典
から現代舞踊、舞踏、民族・民俗舞踊、レビュー、現代美術、映像、演劇、
パフォーマンスなどのほかに、文化人類学、現代哲学に至るまで、舞踊を
見つめる視点の広さを反映して、コレクションの内容は広範囲にわたって
いますも
図書資料の内訳は、和書数が約900点に対して、洋書約1000点、と外
国語文献が充実していますこ言語は英語を中心としてドイツ語、フランス
語、イタリア語、スペイン語、中国語、韓国語など、7ヶ国以上の言語で
書かれた書籍が収納されていますこ貴重書には、19世紀半ばから20世
紀前半に出版された古書、例えばMaudAnan著砂Liband戯∽血好
（1908年出腺、EmileDacier著h4Zk？Sk喝（1909年出版）、EnenTbrry
著肋∽jk広元（1913年出版）などがあげられます；なかでも戦前のド
イツ語文献は積極的に収集されたようで、ErnstSdlur著戊rル短あme
Thnz（1910年出腺、BessMensendiedi著物ezk血血Ed1920
年出版）、hsM．Se辻z著　刀由Abd五血鹿Ⅳ御昭g（1925）、などドイ
m
ツ表現主義舞踊研究に必須の図書となっています。古いものばかりでなく、
最新のダンスに関する図書も広く集められているので、変化の激しい現代
ダンスの領域まで含む貴重な図書が揃っていますこ
外国語雑誌の収集もバランスがとれており、約60タイトルが所蔵され
ていますこ1920年代から30年代の古雑誌、例え喘Tl鳩Danceは1925
年から1931年までの全巻、DanceMagazineは1959年から収集され、
TheDancingTimesは1933年以降のものがありますこいずれも保管状
態が良く、写真やイラストなど紙肢体によるヴィジュアルな資料価値も含
めて、今後おおいに利用されるものとなるでしょう。
非図書資料には、書籍や雑誌以外の資料のすべてが含まれ、公演資料（プ
ログラム、チラシ、プレス用資料、切抜き・コピーなど）などが相当しま
すが、その多くは外国の舞踊団の車料で、来目した舞踊団や外国での公演
の資料が収集されています；また、．視穂覚資料として、写真、スライド、
フイルムがありま一九紙暁き写真の資料は400点あまり、中心はやはり
バレエ・リュスですが、このほか、カルメン・アマヤやドイツ近代舞踊関
係の写真の収集には、市川雅氏ご自身の好みが反映されていますこ
資料に締り用されてこそ価値があると、繰り返し語られ、わが国にも舞踊
専門の資料館が設立されることを切望していた市川雅氏の遺志を継いで、
当コレクションが今後の舞踊学の発展のために活用されることを期待し
ますこ
（演劇研究センター客員教陵　圃吉和子）
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